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攀

ぬ
ま
づ
近
代
史
点
描

⑩
業一一菫
一一辮

戸

田

の
保

養

館

と

東

京

大

学

戸

田

寮

戸
田

・
御
浜
に
東
京
大
学
が
所
有
す

る
戸
田
寮
と

い
う
建
物
が
あ
る
。
東
京

大
学
の
在
学
生

・
教
職
員

・
卒
業
生
及

び
そ
の
家
族
が
利
用
で
き
る
保
健
体
育

寮
と
な

っ
て
い
る
。

戸
田
寮

の
前
身
は
、
明
治
三

一
年

（
一
人
九
八
）
七
月
に
東
京
帝
国
大
学

水
泳
部

（同

一
七
年
創
部
）
が
開
設
し

た
水
泳
場
で
あ
る
が
、
こ
れ
よ
り
先
、

同
二
五
年
四
月
、
保
養
館
と
い
う
名
称

の
旅
館
が
同
地
に
開
業
し
た
。
静
浦
村

志
下

（現
沼
津
市
志
下
）
に
安
藤
正
胤

が
同
名
の
旅
館
を
開
業
す
る
前
年
の
こ

と
で
あ
る
ｃ

幕
末
の
ヘ
ダ
号
建
設
の
際
に
造
船
世

話
掛
を
務
め
た
船
大
工
佐
山
太
郎
兵
衛

の
甥
に
あ
た
り
、
自
身
も
大
阪
難
波
島

に
造
船
所
を
創
設
し
た
佐
山
芳
太
郎

が
、
戸
円
村
と
五
十
年
間
の
借
地
契
約

を
結
び
、
現
在
の
戸
田
寮
の
敷
地
に
建

物
を
建
設
し
た
．
同
年
四
月
七
日
付
で

松
城
八
重
か
ら
静
岡
県
田
中
警
察
分
署

宛
に

「
一
等
旅
人
宿
営
業
願
」
が
出
さ

れ
、
同
月
十
二
日
に
田
中
分
署
長
名
で

許
可
が
出
て
い
る

（松
城
家
文
書
）
。

こ
の
文
書
に
別
紙
で
付
さ
れ
た
図
面
に

よ
れ
ば
、
三
階
建
て
で

一
階
に
三
～
九

畳
の
七
部
屋
、
三
階
に
四
畳
半
～
十
二

畳
の
四
部
屋
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

同
四

一
年
、
保
養
館
は
東
京
大
学

に
よ

つ
て
買
収

さ
れ
、
大

正

三
年

（
一
九

一
三
）
八
月
、
戸
田
寮
開
場
式

が
挙
行
さ
れ
た
。
こ
の
建
物
は
昭
和
六

年

（
一
九
三

一
）
に
治
海
楼
が
新
設
さ

れ
る
ま
で
存
続
し
た
。

大
正
六
年

（
一
九

一
七
）
七
月
に

は
東
京
帝
国
大
学
主
催
の
第

一
回
全
国

競
泳
大
会
が
戸
田
大
会
と
し
て
開
催
さ

れ
、
そ
の
後
全
日
本
選
手
権
や
、
関
西
・

浜
名
の
全
国
大
会
と
と
も
に
重
要
な
大

会
と
な

っ
た
。
ま
た
、
昭
和
五

一
年
か

ら
は
伊
豆

・
戸
田
マ
ラ
ソ
ン
も
開
催
さ

れ
て
い
る
３

〈参
考
文
献
〉
東
京
大
学
戸
田
寮
史
編

集
委
員
会
編

「東
京
大
学
戸
田
寮
八
十

年
史
』

一
九
七
六
、
『
ヘ
ダ
号
の
建
造

―
幕
末
に
お
け
る
―
』
戸
田
村
教
育
委

員
会
発
行

。
一
九
七
九

Ｌ

‐
レ`

※
句
読
点
は
適
宣
付
し
た

御
浜
海
水
保
養
館
開
業
広
告

冷
温
浴
場

伊
豆
の
地
た
る
景
勝
な
し
と
せ
す
。
然

れ
ど
も
君
沢
郡
戸
田
港
な
る
御
浜
に
比

ふ
べ
き
な
し
。
蓋
し
世
人
の
未
だ
多
く

し
ら
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
．
御
浜

ハ
戸
田

港
の
入
口
に
斗
出
せ
る

一
小
半
島
に
し

て
長
大
約
十
六
丁
幅
五
十
余
間
あ
り
。

島
中

一
帯
大
樹
林
を
な
し
宛
か
ら
築
山

の
如
し
。
西
北

ハ
駿
河
湾
に
沈
ミ
て
奇

巌
怪
石
岸
に
つ
ら
な
り
、
東
南

ハ
戸
田

港
に
浜
し
て
白
砂
青
松
と
相
映
し
、
海

水
澄
清

二
し
て
塩
分
最
も
多
し
。
今
般

そ
の
中
央
ノ
地
を
卜
し
て
海
水
冷
温
の

両
浴
場
を
開
始
せ
り
。
命
し
て
保
養
館

と
ゆ
ふ
。
北
に
ハ
富
嶽
田
子
の
う
ら
等

諸
勝
あ
り
、
西
に
ハ
遥
に
三
保
崎
及
ひ

駿
遠
の
群
轡
を
の
ぞ
み
、
東
南
に
ハ
達

摩
、
真
城
の
両
山
ち
か
く
律
ゆ
風
光
画

の
如
し
。
ま
た
岸
辺
に
ハ
海
草
魚
介
の

る
い
彩
く
、
女
子
も
手
し
て
容
易
く
捕

ふ
べ
し
Э
夏
秋
の
候
に
は
松
魚
近
く
群

集
し
来
り
３
漁
者
の

一
網
数
千
を
獲
る

を
ミ
る
へ
し
、．
島
上

ハ
他
に
人
家
な
け

れ

ハ
幽
静
に
し
て
術
律
に
よ
ろ
し
く
、

海
上

ハ
舟
を
う
か

へ
釣
を
垂
れ
て
遊
ふ

へ
し
。
四
時
眺
望

二
あ
く
こ
と
な
く
無

馴
を
感
す
こ
と
な
し
か
る
に
夏

ハ
南
風

鬱
叢
た
る
樹
林
の
間
を
徹
し
て
涼
を
輸

り
、
冬

ハ
西
風
を
近
山
大
樹
に
さ
え
き

り
て
暖
な
り
。
客
に
夏
冬

の
苦
し
ら
ず

塵
宇
を
は
な
れ
た
る
別
乾
坤
に
し
て
最

も
肺
患
、
胃
疾
、
脚
気
等
の
病
や
し
の

ふ
に
適
し
。
将
た
暑
を
さ
ら
に
無
比
の

仙
境
た
り
。　
一
遊
た
ち
ま
ち
浴
腸
を
あ

ら
ふ
べ
き
な
り
。

此
地
駿
州
沼
津
を
さ
る
海
上
大
約
四
里

半
。
日
二
汽
船
二
、
三
艘
、
和
船
数
艘

往
来
す
。
賃
銭

ハ
汽
船
十
二
、
三
せ
ん
、

和
船

ハ
六
、
七
銭
。
ま
た
修
善
寺
温
泉

場
よ
り
山
ご
し
三
里
半
計
あ
り
。
又
清

水
港
よ
り
海
上
大
約
六
里
に
し
て
是
又

和
船
数
々
之
往
来
せ
り
．
飲
食
の
料
の

如
き

ハ
近
傍

二
牧
牛
場
あ
れ
ハ
牛
乳
を

得
る
に
自
由
に
し
て
、
尚
養
禽
場
あ
り

養
魚
場
あ
り
。
総
て
新
鮮
を
え
ら
み
極

て
廉
価
を
も

つ
て
客
に
供
し
、
万
事
理

便
を
専
と
し
町
暉
を
旨
と
す
。

右
之
通
り
に
し
て
本
年
四
月

一
日
よ

り
開
業
仕
候

二
付
、
大
方
の
貴
賓

一

遊
を
こ
こ
ろ
ミ
給
は
ん
こ
と
を
伏
し

て
奉
懇
願
候

明
治
廿
五
年
四
月

保
養
館
主
謹
白
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中

野

梧

一

と

中
野
梧

一

（
一
八
四
二
～
八
三
、
旧

名
斎
藤
辰
吉
）
は
、
幕
府
代
官
の
子
に

生
ま
れ
、
榎
本
武
揚
軍
に
加
わ
り
箱
館

五
稜
郭
に
立
て
籠
も

っ
た
経
歴
を
持
ち

な
が
ら
、
赦
免
後
は
い
ち
早
く
新
政
府

に
仕
え
初
代
山
口
県
令
と
な
り
、
さ
ら

に
大
阪
で
実
業
家

・
政
商
に
転
じ
成
功

し
た
人
物
で
あ
る
。
彼
の
履
歴
に
つ
い

て
は
、
田
村
貞
雄
校
注

『初
代
山
口
県

令
中
野
梧

一
日
記
』

（
一
九
九
五
年
、

マ
ツ
ノ
書
店
）
が
詳
し
い
。
民
権
派
か

ら
大
き
な
非
難
を
浴
び
た
北
海
道
官
有

物
払

い
下
げ
事
件
に
関
わ

っ
た
た
め
、

静
岡
の
新
聞
紙
上
で
も
実
名
を
伏
せ
な

が
ら
も
そ
の
変
わ
り
身
の
早
さ
、
抜
け

目
な
さ
が
皮
肉
ら
れ
た

（「梧

一
と
葉
」

『函
右
日
報
』
明
治
１４
年
８
月
１６
日
）。

一
方
、
江
原
素
六
は
旧
幕
臣
と
し
て

の
意
地
を
堅
持
し
、
明
治
政
府
に
仕
え

る
こ
と
を
潔
し
と
せ
ず
、
在
野
の
姿
勢

を
貫
き
、
ま
た
清
貧
に
甘
ん
じ
た
人
物

で
あ
る
。
同
い
年
な
が
ら
、
二
人
は
対

極
に
位
置
す
る
。
し
か
し
、
本
人
同
士

が
知
ち

て
い
た
か
、
あ
る
い
は
ど
れ
ほ

江

原

素

六

ど
意
識
し
て
い
た
か
は
不
明
な
が
ら
、

中
野
と
江
原
は
姻
戚
関
係
で
つ
な
が

っ

て
い
た
。
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
事

実
で
あ
り
、
系
図
で
示
し
て
み
た
。

江
原
の
妻
縫
子
は
初
代
新
潟
奉
行
を

つ
と
め
た
旗
本
川
村
修
就
の
孫
娘
で
あ

り
、
修
就
の
三
男

（縫
子
の
叔
父
）
中

野
楽
遊

（又
蔵
）
は
中
野
惟
長

（又
兵

衛

・
楚
山
）
の
婿
養
子
と
な

っ
た
人
だ

っ
た
。
惟
長
の
従
弟
に
あ
た
る
の
が
中

野
梧

一
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
江
原
の
三

女
静
子
が
養
女
と
な

っ
た
松
本
常
磐
は

中
野
楽
遊
の
娘
婿
だ

っ
た
。
箱
館
戦
争

後
に
静
岡
藩
に
帰
参
し
た
梧

一
は
、
楽

遊
や
そ
の
息
子
中
野
誘
の

「
厄
介
」
「
附

籍
」
と
な
り
、
斎
藤
姓
を
中
野
姓
に
改

め
た
。
な
お
、
惟
長
の
養
父
で
、
梧

一

の
伯
父
に
あ
た
る
中
野
長
風

（
又
兵

衛

・
石
見
守
）
は
勘
定
吟
味
役

・
佐
渡

奉
行

・
堺
奉
行

・
大
坂
町
奉
行
な
ど
を

歴
任
し
た
人
で
あ
る
ｃ

以
上
、
親
類
書

（江
原
文
書
Ｍ
１

２
）
、

川
村
家
過
去
帳

（故
川
村
清
衛
氏
ご
教

示
）
な
ど
を
参
考
に
し
た
。
（樋
口
雄
彦
）

中野梧― (谷壮太郎『愛国民権演説家百詠選』卜、明治 15年刊)
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川
村
修
就

中
野
光
享

「
　
展

子

川
村
帰
元

Ｉ
Ｆ

川
村
清
雄

和
多

田

一
夢

・
又
蔵
）

嘉
久
子

静

子〓

松
永
直
吉

女一Ｔ
＝
＝
＝
＝
中
野
又
兵
衛
惟
長

―

‐
二
Ｄ

野
又
兵
衛
長
風
　
　
　
　
一
金

四
郎
一
　

　

　

． 川
数

年ヽ
没

一人一鎗
胞

　

．人一請
亀

松
本
常
大

松
本
常
磐

中
野
又
兵
衛
重
旦

（楽
山
）

中
野
誘

中
野
又
蔵

松
子

尚
子
あ

つ
子

ゑ

つ
子

な
か
子

一
八
六

二
年
生

斎
藤
嘉
兵
衛

―
‐
中
野
梧

一
（斎
藤
辰
吉
）

一
人
六
０
年
没

中野梧―と江原素六をめぐる姻威関係図

一
八
九
五
年
没

５０

歳
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お

知

ら

せ

欄

◎

『地
震
之
記
』
を
購
入
し
ま
し
た

旧
沼
津
藩
士
山
崎
継
信
が
嘉
永
７
年

（
一
八
五
四
年
）

Ｈ
月
に
発
生
し
た
安

政
東
海
大
地
震
に
際
し
て
記
し
た
も
の

で
す
。
地
震
被
害
の
記
録
や
、
沈
没
し

た
デ
ィ
ア
ナ
号
の
乗
組
員
が
官
島

（現

富
士
市
）
か
ら
沼
津
を
経
て
戸
田
村

（現

沼
津
市
）
ま
で
徒
歩
で
向

っ
た
際
の
ロ

シ
ア
人
の
姿
が
描
か
れ
、
当
時
の
記
録

と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

１０
月
１
日
に
明
治
史
料
館
は
め
で
た

く
開
館
２５
年
を
迎
え
ま
し
た
。
２５
年
の

間
に
開
催
さ
れ
た
企
画
展
は
延
べ
４８
回

を
数
え
、
沼
津
の
歴
史
を
紐
解
き
紹
介

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
当
館
の
最
重
要

テ
ー
マ
で
あ
る

「沼
津
兵
学
校
」
関
係

の
展
示
は
も
ち
ろ
ん
、
沼
津
に
ゆ
か
り

の
文
人

・
画
人

・
戦
争

・
災
害

。
医
療

な
ど
数

々
の
企
画
展
を
開
催
し
ま
し

た
。
そ
の
企
画
展
の
ポ
ス
タ
ー

・
チ
ラ

シ
や
企
画
展
会
場
の
様
子
を
写
し
た
写

真
、
当
時
の
世
相
な
ど
を
織
り
交
ぜ
展

示
し
て
い
ま
す
。
明
治
史
料
館
の
歩
ん

で
き
た
２５
年
の
キ
セ
キ
を
辿

っ
て
み
て

く
だ
さ
い
ｃ

ま
た
、
上
記
の

『地
震
之
記
』
を
初

公
開
い
た
し
ま
す
。
貴
重
な
資
料
を
間

近
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間
　
平
成
２１
年
１０
月
１０
日
田
か
ら

平
成
２２
年
３
月
２８
日
国
ま
で

会
場
　
４
階
展
示
室

＊
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

毎
月
第
２
土
曜
日
　
１１
時
か
ら

館
職
員
が
展
示
解
説
を
し
ま
す
。

（申
込
み

・
参
加
費
は
不
要

直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
）

ヽ

９
月
２
日
Ｑ
か
ら
２９
日
の
の
期
間
、

市
内
上
本
通
り

の
沼
津
信
用
金
庫
本

店

の
ぬ
ま
し
ん
ス
ト
リ
ー
ト
ギ

ャ
ラ

リ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
明
治

２
年

（
一
人
六
九
）
に
沼
津
兵
学
校
に
付
設

さ
れ
た
沼
津
病
院
と
、
杉
田
玄
端

・
林

洞
海
を
は
じ
め
と
す
る
医
師
た
ち
に
ス

ポ

ッ
ト
を
当

て
た
展
示
を
行

い
ま
し

た
ｃ◎特
別
展
「君
津‐‐兵
学
校
の‐す
べ
で
」

瀾
催
の
お
し
ら
せ

当
館
で
は
開
館
以
来
「沼
津
兵
学
校
」

に
関
係
す
る
資
料
の
収
集
、
調
査

・
研

究
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
展
示

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
の
集
大
成
を

目
指
し
、
明
治
初
年
期
の
わ
ず
か
な
間

し
か
存
在
し
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
当
時
の
最
高
水
準
の
教
育
内
容
を

誇
り
、
数
多
く
の
有
能
な
人
材
を
輩
出

し
た

「沼
津
兵
学
校
」
を
詳
し
く
紹
介

し
ま
す
。
ま
た
、
再
版
が
待
た
れ
て
い

た

『図
録

沼
津
兵
学
校
』
も
新
た
に

『図
説

沼
津
兵
学
校
」
と
名
前
を
変
え

グ
レ
ー
ド
ア
ツ
プ
し
て
刊
行
し
ま
す
。

期
　
間
　
平
成
２１
年
１２
月
５
日
出
か
ら

平
成
２２
年
３
月
２８
日
田
ま
で

ヽ

会
　
場
　
３
階
南
側
展
示
室

＊
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

毎
月
第
３
土
曜
日
　
Ｈ
時
か
ら

館
職
員
が
展
示
解
説
を
し
ま
す
。

（申
込
み

・
参
加
費
は
不
要

直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
）

０
一
，
，
，
マ
，
ク
ツ来
‐‐館．‐●
●
一

１０
月
６
日
∝
、
Ｓ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ

「
み

ち
ブ
ラ
っ
―
静
岡
十
八
番
」
の
ロ
ケ
が

行
わ
れ
、
お
笑

い
タ
レ
ン
ト
の
パ
ッ

ク
ン
マ
ツ
ク
ン
が
来
館
し
ま
し
た
。
根

方
街
道
の
特
集
で

（Ｈ
月
７
日
放
送
予

定
）
、
当
館
も
名
所
の
ひ
と
つ
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
９９
号

獅
篠

沼

津

市

明
治

史

料

館

〒
４１０
‐００５‐
沼
津
市
西
熊
堂
三
七
二
―
一

電
　
話

〇
五
五
―
九
二
三
―
三
三
二
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｏ
五
五
―
九
二
五
―
三
〇

一
八

ｒ
一
一
０
¨ヽ
ヽ
‘

ヨヽ

‘ヽ
■
●
〓
Ч
・●
●
】】
，
Ｎ
〓
‐∽
デ
一
Ｎ
“
ｏ
″
，
・

」
「
ヽ
府
〓
『
”
∽
デ
一、∽
一∽
０
ど

、日
０
一」
一、〓
ヽ
Ｏ
ｘ
ｉ
一
日

着
ｔ
・
，
，

羽
ヲ
リ
ノ
ョ
ウ
ナ
ル
モ
ノ

織
モ
ノ
ナ
ル
ベ
ケ
レ

共
熊
ノ
皮
ノ
如
シ

将
官
　
フ
ウ
チ
ャ
ジ
ン

◎
開
館
２５
周
年
記
念
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
第
六
回
館
蔵
資
料
展

企
画
展

「史
料
館
の
キ
セ
キ
☆
」
開
催

　
　
　
「沼
津
病
院
と
医
師
た
ち
」

-4-


